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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
並
び

に
附
則
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
六
条
（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
第

一
項
第
十
五
号
の
改
正
規
定
中
「
命
令
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
延
長
の
処
分
」
を

加
え
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
し
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
（
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
に
該
当
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
条
例
と
の
関
係
）

第
三
条

地
方
公
共
団
体
の
条
例
の
規
定
で
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
で
規
制
す
る
行
為
で
同
法
で
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
処
罰
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
も
の
の
当
該

行
為
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
と
同
時
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
の
規
定
が
そ
の
効
力
を
失
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
別
段
の

定
め
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
失
効
前
に
し
た
違
反
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
そ
の
失
効
後
も
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
禁
止
命
令
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
命
令
に
つ
い
て
の
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
中
「
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
」
と
あ
る
の
は
、「
時
か
ら
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
二
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
」
と
す
る
。

一

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
前
に
し
た
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
第
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
命
令

二

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
に

対
し
、
当
該
命
令
に
係
る
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
附
則
第
一
条

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
し
た
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
命
令

２

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
当
該

命
令
を
受
け
た
者
に
対
し
当
該
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
し
た
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
命
令
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

（
仮
の
命
令
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
前
に
し
た
第
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
同
日
以
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
六
条
第
一
項
」と
、

同
条
第
八
項
中
「
し
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
し
、
又
は
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
禁
止
命
令
等
を
し
た
と
き
」

と
、
同
条
第
九
項
中
「
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
禁
止
命
令
等
を
す
る
場
合
」

と
す
る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
十
五
号
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
命
令
」
の
下
に
「
若
し
く
は

同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
延
長
の
処
分
」
を
加
え
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条

附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置（
罰

則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
三
号

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
七
条
）

第
二
章

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
等
（
第
八
条
・
第
九
条
）

第
三
章

基
本
的
施
策
（
第
十
条

第
十
九
条
）

第
四
章

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
会
議
（
第
二
十
条

第
二
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
流
通
す
る
多
様
か
つ

大
量
の
情
報
を
適
正
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
へ
の
対
応
等
の
我
が
国

が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
資
す
る
環
境
を
よ
り
一
層
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
官
民
デ
ー
タ

の
適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
（
以
下
「
官
民
デ
ー
タ
活
用
」
と
い
う
。）の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、

地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
の
策
定
そ
の
他
官

民
デ
ー
タ
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
会

議
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
民
デ
ー
タ
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
、
も
っ

て
国
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
及
び
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
官
民
デ
ー
タ
」
と
は
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知

覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
を
い
う
。
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
記
録
さ
れ
た
情
報
（
国
の
安
全
を
損
な
い
、
公
の
秩
序
の
維
持
を
妨
げ
、
又
は
公
衆
の
安
全
の
保
護
に
支
障
を
来

す
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
っ
て
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は
独
立
行
政
法
人
（
独

立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
第
二

十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
そ
の
他
の
事
業
者
に
よ
り
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
遂
行
に
当
た
り
、

管
理
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
又
は
提
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
人
工
知
能
関
連
技
術
」
と
は
、
人
工
的
な
方
法
に
よ
る
学
習
、
推
論
、
判
断
等
の
知
的
な

機
能
の
実
現
及
び
人
工
的
な
方
法
に
よ
り
実
現
し
た
当
該
機
能
の
活
用
に
関
す
る
技
術
を
い
う
。
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